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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
2
8 1 3

２　当該年度の事業費

0.3

３　事業の概要

１　修繕料　3,932千円
・防災行政無線用定期交換用バッテリー交換　3,749千円
・防災行政無線直流電源装置整流器修繕　183千円
　※バッテリーの交換時期となったため。点検の結果、補修の必要性が判明したため。

２　手数料　199千円
【新】地蔵町防火水槽清掃手数料　132千円
【新】移動系無線初回登録料　59千円
【新】移動系無線免許申請印紙代　8千円

３　委託料　4,424千円
・避難行動要援護者台帳システム保守管理　423千円
・防災行政無線・Jアラート保守点検委託料　3,671千円
・防災行政無線移動系保守点検委託料　330千円

４　使用料　1,450千円
【新】防災無線アプリ（コスモマスター） 594千円 【新】移動系防災無線　　 856千円

□新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 消防・防災係
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事業番号 242 事業名 消防施設経費 事業区分

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根付く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目

施策 安心・安全で暮らせるまちづくり 施策
消防施設経費

事業期間 開始 平成16年度 終了 - 実施主体 □琴浦町 ■その他
予算区分 款 消防費 項 消防費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

会計年度職員人件費 0 前年度

15,537

正職員人件費 1,954 前年度 人件費/人（千円） 6,513 正職員

令和2年度
事業費

24,537 700 8,300

会計年度職員

事業の目的
(なんのために)

　防災行政無線、消火栓、地域通信衛星ネットワークの維持管理を行い、消防・防災体制の整備を図ります。
　災害対応ベースキャンプ備品を購入し、災害時に備えます。

トータルコスト 26,491 主な業務内容 コミュニティ活動に直接必要な整備等の購入費を助成するもの

事業の対象
(だれに)

　琴浦町民
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５　備品購入費　9,119千円
【新】防災無線アプリ（コスモマスター） 2,420千円
【新】移動系防災無線　　 5,893千円
【新】災害対応ベースキャンプ備品 804千円

（キャンピングオフィス兼用）

６　消火栓設備の維持管理 4,292千円
部落要望等に基づき消火栓の新設、移設、修繕等を行います。
・消火栓管理負担金（水道会計へ支出）　 500千円
・消火栓移設修繕工事負担金（緊急時用）　500千円
・赤碕駅前消火栓修繕工事負担金（2基）　 220千円 【10/10町負担】
・桜ヶ丘消火栓修繕工事負担金 110千円 【10/10町負担】
・花見消火栓修繕工事負担金 550千円 【10/10町負担】
・美好消火栓修繕工事負担金　 880千円 【10/10町負担】
・竹内地内消火栓修繕工事負担金（3基） 792千円 【10/10町負担】
・三保地区消火栓新設工事負担金 740千円 【10/10町負担】

７　地域通信衛星ネットワーク負担金　1,121千円
鳥取県が整備する地域通信衛星ネットワークの保守費用の負担を行います。（県・市町村双方が負担）

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

前年度から
の改善点等

災害時など、確実な情報伝達を行えるよう、防災行政無線用のバッテリー交換を行います。
防災行政無線がスマートフォンアプリで聞ける防災アプリ（コスモマスター）を導入します。
防災行政無線の移動系無線（MCAハイブリッド無線）を導入します。

根拠法令等 ■法令(義務)　□法令(任意)　□条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 消防法、災害対策基本法、琴浦町消防施設整備事業補助金交付要綱ほか

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 28 29 30 元 2

指標
活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

設定なし
目標
実績

達成率

479 2,200 11,092
令和元年度 17,688 953 16,735
平成30年度 13,771

令和2年度 24,537 700 8,300 15,537
前年度増減 6,849 0 700 -953 8,300 -1,198
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 9

２　当該年度の事業費

0.3

３　事業の概要

○タブレット会議システムの利用　2,359千円
・議会関連資料を電算化するペーパーレス化と議会運営の効率化を図るためのシステム利用のほか、
　Web会議システムによって、遠隔地の会議開催や災害時には被災現場の中継が可能となり防災面でも
　活用しています。

パーパレス会議システム使用料 千円

タブレット端末リース料 千円

タブレットLTE回線通信料 千円

○ＲＰＡツールの導入　2,538千円
・【新】増え続けるＰＣを使用・操作して行う定型業務が増え続けている状況があります。
　人に代わりＲＰＡツールがそれらを実行することによって定型業務から解放された時間を、人でしか

　できない付加価値のある業務に充てる等、働き方を変えて行こうとするものです。

ＲＰＡツールライセンス使用料 千円

※処理シナリオ作成・実行可能システムライセンス×1台、処理シナリオ実行のみシステムライセンス×1台

ＲＰＡツール導入サポート費用 千円

※ＲＰＡツール講習会（基礎・応用の2回）、処理シナリオ作成支援

1,272

1,266

事業の目的
(なんのために)

限られたマンパワーを有効に発揮するためには「手助けとなる道具」が必要となります。本事業では、ICT技
術を用い、行政の高度化・効率化はもとより、「防災対策」「子育て支援」「高齢者対策」といった自治体
共通の課題の解決のための支援を行います。

396

1,811

152

トータルコスト 6,851 主な業務内容 タブレット会議、テレビweb会議のシステム導入

事業の対象
(だれに)

琴浦町役場全職員及び町民

会計年度職員人件費 前年度 - 会計年度職員

4,897

正職員人件費 1,954 前年度 - 人件費/人（千円） 6,513 正職員

令和2年度
事業費

4,897 0 0 0 0

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

電算機管理費
事業期間 開始 平成31年度 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ 地域とつながる明るい行政サービス

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 重点項目

施策 施策

■新規 □継続
担当課 総務課 担当係 情報政策係

2

事業番号 1422 事業名 ICT化推進事業 事業区分

3



４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

・ICTシステムの課題は行政の課題の縮図、「見える化」が必要です。また、技術的側面だけでなく運用的側面を念頭に
取り組むことが必要となります。

724 0前年度増減 724 0 0 0 0
令和2年度 4,897 4,897
令和元年度 4,173 4,173
平成30年度 0 0

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

実績千円
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

29 30 元 2

指標

規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 28

前年度
からの

改善点等

令和2年度からペーパレス会議システムの本格運用を行います。
Web会議は、防災訓練、県外福祉施設との打合せで使用しており、情報共有において有効性が確認できまし
た。今後は、災害時における災害対策本部との連携等、情報収集の強力ツールとして活用していきます。
定型事務を自動化するためのRPAツールの導入を行い、付加価値業務への時間配分の振替や働き方の見直しを
行います。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　　一般会計

4
2
2
2 1 7

２　当該年度の事業費

1.5

３　事業の概要

○町営バス運行委託 千円
町営バス運行委託料（東伯線、船上山線、琴浦海岸線） 千円
デマンドバス運行委託料（上中村線） 千円

○交通空白地タクシー利用料助成事業 千円
公共交通空白地タクシー利用料金助成、助成額1/2

○公共交通に関する委員会開催 千円
琴浦町公共交通体系再編計画検討委員会 千円
琴浦町地域公共交通会議 千円

○交通に関する補助制度 千円
広域路線バス運行補助金（倉吉赤碕線） 千円
バス待合所設置補助金、補助率10/10（上限あり）、1自治会分 千円
【新】助け合い交通支援補助金、補助率10/10（上限あり）、2団体分 千円

8,300
7,500
600
200

事業の目的
(なんのために)

町民の生活に必要な移動手段としての公共交通を確保します。持続可能な地域交通のあり方について推進を
行います。

事業の内容
(どうやって)

90,258
89,238
1,020

967

124
72
52

トータルコスト 134,559 主な業務内容 交通体系再編計画の策定と調整、運行管理、事業者調整、広報等

事業の対象
(だれに)

琴浦町民、公共交通利用者（通勤、通学、観光客等）

会計年度職員人件費 前年度 会計年度職員

85,313
運賃収入　6,816千円
ふるさと未来夢基金　1,000千円

正職員人件費 9,770 前年度 1,952 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

124,789 31,660 7,816

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

企画費
事業期間 開始 平成16年度 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目

重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目
施策 安全・安心で暮らせるまちづくり 施策

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 企画政策課 担当係 企画調整係

2

事業番号 38 事業名 公共交通対策事業 事業区分
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○町営バス購入費用 千円
【新】29～33人乗り車両、1台購入、23,100千円、1台あたり5,000千円の県補助制度を利用

○その他経費 千円
車両点検費用、バス停・車両修繕料、各種税金、時刻表等の印刷費、交通関係会議負担金など

○住民ドライバーを活用した交通の実証実験
【新】上中村線（安田地区、成美地区の一部）におけるあらたな交通システムの実証実験
　　　トヨタモビリティ基金及び県補助事業を活用

４　事業達成度と数値目標
単位

５　コストの推移

-9,035前年度増減 13,642 0 1,471 21,206 0

運賃収入、基金
令和2年度 124,789 31,660 38,216 54,913 運賃収入、基金

64,311 運賃収入
令和元年度 111,147 30,189 17,010 63,948

起債 一般財源

平成30年度 60,899 12,907 7,267 40,725

91.9% 82.9%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

80,000 80,000
実績 86,796 83,790 76,562 73,547 66,281利用者数 千円
目標 80,000 80,000 80,000

達成率 108.5% 104.7% 95.7%

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

規程の名称
琴浦町営バスの運行及び管理に関する条例、琴浦町営バスの運行及び管理に関する条例施行規則
琴浦町営バス及び広域路線バス待合所設置費補助金交付要綱、琴浦町バス運行対策費補助金交付要綱など

1,000 千円

前年度
からの

改善点等

交通空白地タクシー利用料助成事業について、事業レビューの意見を踏まえて関係課と調整し変更しまし
た。
琴浦町公共交通体系再編計画に基づき、老朽化している町営バスの更新を行います。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　■条例　■規則　■訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

23,100

1,040
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4
1
3
2 1 7

２　当該年度の事業費

0.8

0.0

３　事業の概要

○地域づくり事業補助金 　3,600千円　　
【改】

○地域づくりワークショップ実施事業委託料　 1,760千円
【新】

事業の目的
(なんのために)

少子高齢化、若者の流出等により集落機能の低下が懸念され、自分たちの地域で将来にわたり安心して暮ら
していくためには、地域住民が主体となって活力ある地域を築いていこうとする動きが重要となります。
町内各地区において、自らその暮らす地域を考え、地域課題の抽出、把握及びその解決に向け取り組む団体
等に対して支援することで、住民主体の地域づくりの推進に資することを目的とします。

事業の内容
(どうやっ

て)

・地域課題の解決に向けた検討や試行･実践に取り組む団体に対して支援することで、地域主体のまち
づくりの推進を図ります。
　　課題解決に向けた試行・実践　1団体あたり　＠200,000円×3団体（補助率10/10、上限200千円）
　　クラウドファンディングによる地域の資金調達支援　3,000千円

・令和元年度に作成した地域人口ビジョンを活用し、今後の地域での暮らしを「自分ごと」として考え
る意識づくりと体制づくりを進めるため、2地区でワークショップを実施します。

トータルコスト 10,570 主な業務内容 各地域の課題解決に向けた取り組み等への補助金交付業務。

事業の対象
(だれに)

町内各地区ごとに組織し、地域課題の解決に向けて自主的かつ継続的な地域づくりに取り組むことを目的と
した団体、及び地域住民。

会計年度職員人件費 0 前年度 0 会計年度職員

260
ふるさと未来夢基金【地域】
ふるさと未来夢基金【クラウド】

正職員人件費 5,210 前年度 1,301 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

5,360 5,100

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

企画費
事業期間 開始 平成28年度 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他

施策 地域の拠点の整備促進 施策
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 移住・定住希望者のIJUターン支援 重点項目

担当課 企画政策課 担当係 企画調整係
総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり

2
一般会計

事業番号 1330 事業名 地域づくり事業 事業区分 □新規 ■継続
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４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

60前年度増減 2,960 0 0 2,900 0

地域振興基金
令和2年度 5,360 5,100 260 ふるさと未来夢基金

86
令和元年度 2,400 2,200 200

起債 一般財源

平成30年度 400 400

0.0%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

1 1
実績 0 0 0地域運営組織の自主

運営
地域

目標 1

達成率 0.0%

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

指標 5

年度 28 29 30 元 2

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　■訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 琴浦町輝く地域づくり事業補助金交付要綱

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 地域協議会の拠点地区数

年度毎
KPI

前年度
からの

改善点等

対象とする団体を｢複数の集落で組織する団体等」から、「琴浦町公民館条例に定める対象区域」で組織する
団体へ変更(地域課題の解決に対応する地域運営組織）
より大きなプロジェクトに取り組もうとする際はクラウドファンディングによる資金調達支援を行います。
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　　　　会計

2 4
3 1
1 1
6 1 2

２　当該年度の事業費

1.0

0.0

３　事業の概要

　○　　町内企業の振興 9,504千円

商工会等と連携・協力し、町内企業の人材確保や経営基盤の安定などを支援します。
・商工会補助金 千円
・労務改善協議会補助金　 280 千円
・中小企業イメージアップ推進事業補助金（町1/2） 500 千円
　　人材確保のため、自社のイメージアップのための取組みを行う事業者を支援します。
・燃油高騰対策特別金融支援事業補助金　対象利息1/2（県1/4、町1/4）　118 千円
・小規模事業者経営改善資金利子補給金補助金（町1/2）　 千円
・中小企業小口融資預託金 751 千円

　○　　　起業支援 4,000千円

町内で起業する移住者に対し、その初期投資に係る経費の支援ならびにｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ型
ふるさと納税を活用した資金調達支援を行うことで、経済の活性化及び移住定住促進を図ります。

【改】・ＩＪＵターン起業支援補助金 千円

事業の目的
(なんのために)

各事業者の自主的な努力を助長することで、人材確保及び地域経済の活性化を図ります。

6,500

1,355

4,000

トータルコスト 27,223 主な業務内容 各種補助金申請受付・交付、町内事業所対応、商工街路灯維持管理等

事業の対象
(だれに)

町内事業者及び町内で起業する方等

会計年度職員人件費 0 前年度 会計年度職員

7,000
ふるさと未来夢基金10,100千円
地域活性化基金800千円
預託金元金等　2,752千円

正職員人件費 6,513 前年度 6,505 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

20,710 58 13,652

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

商工振興費
事業期間 開始 平成16年度 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 商工費 項 商工費 目

コトウラに根づく
重点項目 魅力あるしごとの創出 重点項目 移住・定住希望者のＩＪＵターン支援

施策 企業誘致の推進と新たなしごとの創出 施策 コトウラ体験等による移住・定住促進

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまち 基本テーマ 安定した就労環境の整備と魅力あるしごとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで創る 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 商工係

2

事業番号 210 事業名 商工業の振興 事業区分
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　○　　　地域経済循環の促進 5,016千円

町内の飲食業を中心とした域内調達や生産、雇用に関わる波及効果を明らかにするとともに
町民を対象とした品目別の家計調査を実施することで、域外流出の把握を行います。

【新】・地域経済循環分析調査委託料 千円

事業の内容
(どうやっ

て)

5,016
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　○　特産品ブランド化推進   850千円

「とっとり琴浦グランサーモン」の特徴を活かした料理を提供するとともに、工夫を凝らした

フェスタをを民間との協働で実施することにより、サーモンのブランド化を加速させ、「安心・
安全なサーモンが食べられる町ことうら」を目指します。
・とっとり琴浦グランサーモンフェスタ実施委託料 850 千円

　○　その他事務費等 1,340千円

・商工街路灯維持管理ほか 千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

町内事業所の人手不足が深刻化しており、対策を講じる必要があります。
また、商工街路灯が老朽化してるため、今後の維持管理の検討が必要です。

3,780前年度増減 -41,555 0 22 -45,357 0
令和2年度 20,710 58 13,652 7,000

27,130
令和元年度 62,265 36 59,009 3,220

起債 一般財源

平成30年度 15,994 15,448 546

100.0%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

2 2
実績 1 1 2 2 0新規起業件数 千円
目標 2 2 2

達成率 50.0% 50.0% 100.0%

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

元 2

指標 - - - -

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 町内事業所の従業員数　6,880人

年度毎
KPI

年度 28 29 30

前年度
からの

改善点等

商工会等関係団体との連携を強化し、事業者の取組みを支援することで、町内企業の振興に資するととも
に、地域経済の活性化に繋げます。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　■訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 琴浦町商工会補助金交付要綱、琴浦町中小企業イメージアップ推進事業補助金、琴浦町小規模事業者経営改善資金利子補給金交付要綱他

1,340
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　　　　会計

3 3
1 1
2 3
6 1 3

２　当該年度の事業費

0.3

1.8

３　事業の概要

【改】○「琴の浦」観光案内所運営委託料 千円

観光案内所を町観光協会に運営委託し、観光情報発信を図ります。

【改】○町観光協会運営補助金（町1/2） 千円

観光情報発信など各種観光振興事業について運営補助を行います。

【改】○町観光協会会費負担金 千円

観光協会の会費負担を行い、町の観光振興に寄与します。

【新】○地域おこし協力隊（観光) 千円

観光案内所の業務支援や観光情報の収集とSNS発信などＰＲ強化を行います。

○『グルメdeめぐるウォーク』業務実施 千円

民間と協働でイベントを実施し、健康づくりと「グルメのまち琴浦」をＰＲします。

     ○一般事務費等 千円

各種施設修繕・維持管理等経費、各種団体負担金

事業の目的
(なんのために)

　交流人口を増やし地域経済の活性化を図ります。

事業の内容
(どうやっ

て)

5,100

1,100

1,100

3,558

1,178

2,662

トータルコスト 20,581 主な業務内容 観光協会との連絡調整、観光に係る全般業務

事業の対象
(だれに)

　一般観光客 

会計年度職員人件費 3,929 前年度 会計年度職員

13,182
地域振興基金1,000千円
観光自販機電気料516千円

正職員人件費 1,954 前年度 1,952 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

14,698 1,516

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

観光費
事業期間 開始 平成16年度 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 商工費 項 商工費 目

コトウラで輝く
重点項目 豊かな自然と文化を生かした観光振興 重点項目 豊かな自然と文化を生かした観光振興

施策 観光振興による交流人口の増加 施策 広域観光の推進

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 観光係

2

事業番号 215 事業名 観光振興事業 事業区分
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４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

道の駅「琴の浦」から町内の各観光地への誘導が必要です。
新たな観光資源の掘り起こしや展開が出来ていないことなどから、情報発信力やブランド力が低下しています。
旅行客に滞在時間を延ばしていただくことや、お金を落としていただく仕組みを構築することが必要です。

前年度増減 -5,980 0 -2,000 -18,000 0 14,020
令和2年度 14,698 516 14,182

17,350 15,426
令和元年度 20,678 2,000 18,516 162
平成30年度 17,350

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

達成率 98.6% 85.2% 77.1% 70.4% #DIV/0!
実績 217 196 185 176

78.1%

県中部観光入込客数 万人
目標 220 230 240 250

86.6 92.6
実績 67.8 65.2 67.7 68年間観光入込客数 万人
目標 74.8 78.6 82.5

達成率 90.6% 83.0% 82.1%

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

元 2

指標
町：78万6千人
中部：230万人

町：82万5千人
中部：240万人

町：86万6千人
中部：250万人

町：92万6千人
中部：260万人

町：90万人
中部：250万人

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
町観光入込客数　　　92万7千人（H31 数値）
県中部観光入込客数　260万人　（H31 数値）

年度毎
KPI

年度 28 29 30

前年度
からの

改善点等
　観光情報発信業務委託事業を見直し、観光ビジョンにおける町と観光協会の役割分担を確立します。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　■訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 琴浦町自然公園美化推進補助金交付要綱
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　　　　会計

3 3
1 1
2 3
6 1 3

２　当該年度の事業費

0.3

0.0

３　事業の概要

　 ○中国自然歩道維持管理 273 千円
　　 管理作業委託料243千円　消耗品30千円

　 ○登山道倒木処理・清掃作業委託料 80 千円
　 適切な維持管理を行うことで利用者の安全性・利便性を高めます。

○一向平キャンプ場指定管理料 千円
指定管理者制度により、一向平キャンプ場とその周辺の管理運営を行います。

     ○施設維持管理費等 千円
一般修繕・浄化槽管理・火災保険料等

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　■条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 琴浦町一向平キャンプ場条例

事業の目的
(なんのために)

　交流人口を増やし地域経済の活性化を図ります。

事業の内容
(どうやっ

て)

3,000

1,578

前年度
からの

改善点等
　令和２年度から、民間業者による指定管理による運営を行います。

トータルコスト 6,885 主な業務内容 キャンプ場と中国自然歩道の維持管理、指定管理者との連絡調整

事業の対象
(だれに)

　一般観光客

会計年度職員人件費 前年度 会計年度職員

658 ふるさと未来夢基金4,000千円

正職員人件費 1,954 前年度 651 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

4,931 273 4,000

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

観光費
事業期間 開始 平成16年度 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 商工費 項 商工費 目

コトウラで輝く
重点項目 豊かな自然と文化を生かした観光振興 重点項目 豊かな自然と文化を生かした観光振興

施策 観光振興による交流人口の増加 施策 広域観光の推進

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 観光係

2

事業番号 217 事業名 一向平キャンプ場の管理と清掃活動事業 事業区分

14



４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

　新たな指定管理体制での運営開始にともない、森林体験交流センターの雨漏りなど施設修繕等を急ぐ必要があります。

-46前年度増減 18 0 64 0 0
令和2年度 4,931 273 4,658

4,928
令和元年度 4,913 209 4,704

起債 一般財源

平成30年度 5,010 209 4,801

86.0%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

8,500 8,500
実績 8,979 7,201 8,766 7,309利用者数

（観光地点別入込客）
人

目標 8,500 8,500 8,500

達成率 105.6% 84.7% 103.1%

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

指標
町：78万6千人
中部：230万人

町：82万5千人
中部：240万人

町：86万6千人
中部：250万人

町：92万6千人
中部：260万人

町：90万人
中部：250万人

年度 28 29 30 元 2

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標
町観光入込客数　　　92万7千人（H31 数値）
県中部観光入込客数　260万人　（H31 数値）

年度毎
KPI
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　　　　会計

6 1 4

２　当該年度の事業費

0.2

0.0

３　事業の概要

日程 　東日本（4月）

記念品　30千円、食材等消耗品　100千円、会場等使用料　120千円

職員旅費　288千円、参加負担金　18千円

記念品　20千円、費用弁償　188千円、会場使用料　50千円、交流会負担金　40千円

　　 職員旅費　63千円

記念品　40千円、消耗品費　150千円、チラシ印刷費　100千円、通信運搬費　118千円

カード作成委託料 458千円、職員旅費 146千円

【新】○ふるさと住民票　1,089千円

事業の目的
(なんのために)

　・町出身者等で組織する琴浦会を運営し、会員相互の親睦を深め、郷土琴浦町の発展に寄与します。
　・将来の琴浦会を担う琴浦町出身の若者とのネットワークづくりに取り組み、組織の拡充を目指します。
　・「ふるさと住民票」制度を実施し、関係人口を拡大し、将来的な地域の活性化を目指します。

○琴浦会東日本交流会の開催　556千円

　会員同士の情報交換や親睦を図るため、交流会を開催します。

○関西の若者を対象としたネットワークづくり　361千円

　町内に在住する若者に協力を得て、関西での若者のネットワーク拡充に取り組みます。

トータルコスト 1,303 主な業務内容 琴浦会運営、若者のネットワークづくり、ふるさと住民票

事業の対象
(だれに)

県外在住の琴浦町出身者、ふるさと住民

会計年度職員人件費 前年度 会計年度職員

211 地域活性化基金2,155千円

正職員人件費 1,303 前年度 1,301 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

2,366 2,155

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

地域振興費
事業期間 開始 平成16年度 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 商工費 項 商工費 目

重点項目 重点項目
施策 施策

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ 地域とつながる明るい行政サービス

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 移住定住係

2

事業番号 414 事業名 関係人口創出事業 事業区分
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企業向け補助金　 30千円　　　県内移動時のレンタカー代を助成します。

個人向け補助金　345千円　　　町内事業所と都会の若者の雇用のマッチングに係る経費を助成します。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

琴浦会会員の高齢化が進み、会員数の減少と町との関わりが希薄になりつつあります。
若年層と町との関係の構築や、関係人口拡大を強化するための対策が必要です。

-1,275前年度増減 880 0 0 2,155 0

東・西日本
令和2年度 2,366 2,155 211 ふるさと住民票開始

466 東日本
令和元年度 1,486 1,486

起債 一般財源

平成30年度 849 849

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30(実績) 元（現時点）

指標

年度 28 29 30 元 2

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　■訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 琴浦町国際交流協会補助金交付要綱、琴浦町民国際交流推進事業補助金交付要綱

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

【新】○ワーケーション推進事業　360千円

　ワーケーションの行き先として琴浦町を選んでいただき、町内の企業人材や地域との交流により地域課題
の解決や関係人口の創出へと繋げます。
　ワーケーション：「ワーク（仕事）」と「バケーション（休暇）」を組み合わせた造語。リモートワーク
を活用するなどし、リゾート地などで休暇や研修を兼ねて短中期的に仕事を行う取組み。

前年度
からの

改善点等

Ｒ２年度よりこれまでの国内交流に関係人口拡大の視点を加え、事業名を「関係人口創出事業」とし、新事
業として「ふるさと住民票」制度を加えました。
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

2
1
1
5 2 2

２　当該年度の事業費

0.2

３　事業の概要

　○　経営管理集積計画作成等委託業務 千円
　令和元年度に、森林管理の意向確認を行った森林の中で、市町村へ管理を希望する森林について
経営管理の委託を行うため、集積計画の作成を委託します。
　＠78,100円/ha×29ha×1.1＝2,491,390円

　○　経営管理意向調査委託業務 千円
　今後の森林管理の意向について、森林所有者に確認を行う業務を委託します。
　＠14,890円/ha×40ha×1.1＝655,160円

　○　木育教育実施委託業務 千円
　町内の小学校等で、森林の大切さや木の素晴らしさ等を伝える木育教育の実施を委託します。
・実施予定箇所：小学校、まなびタウン

　○　木育事業活用備品購入 千円
　まなびタウン図書館や保健センター等で使用する木製おもちゃの購入等を行います。

・木育事業活用備品　　129,000円×1.1
・木製ベンチ　25,000円×7園×1.1

　○　森林環境譲与税基金積立金 千円
　国から町へ交付される森林環境譲与税を基金へ積立てます。

　○　森林環境譲与税基金利子積立金 千円

前年度
からの

改善点等

事業の目的
(なんのために)

　水源の涵養などの機能を有する山林の適正管理、林業産業化、森林の大切さ等を伝える木育教育の推進を
図ります。

事業の内容
(どうやっ

て)

2,492

656

132

335

9,932

1

トータルコスト 14,851 主な業務内容 森林の適正管理に向けた経営管理権の設定、木材の普及啓発

事業の対象
(だれに)

　森林所有者、町民

会計年度職員人件費 前年度 会計年度職員

9,932
森林環境譲与税基金　3,615
基金利子　1

正職員人件費 1,303 前年度 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

13,548 3,616

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

林業振興費
事業期間 開始 令和元年度 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 農林水産業費 項 林業費 目

重点項目 自然の恵みからなる農林水産業の振興 重点項目
施策 遊休農地の解消と担い手の育成 施策

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまち 基本テーマ 安定した就労環境の整備と魅力あるしごとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで創る 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

2

事業番号 1430 事業名 森林環境譲与税関連事業 事業区分
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４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

○　新たな経営管理システムの概要

① 経営管理意向調査委託業務

② 経営管理集積計画作成等委託業務

　R1に実施した倉坂、福永、尾張

○　木育の必要性
森林との関わりに気づき、主体的に考えられる豊かな心を育むため、子どもから大人まで木育が必要

補助金算定基準、図表・写真等を必要に応じて記載する。補正予算の理由について詳細を記載する。

9,932前年度増減 13,548 0 0 3,616 0
令和2年度 13,548 3,616 9,932 森林環境譲与税基金繰入金

令和元年度 0 0

起債 一般財源

平成30年度 0 0

#DIV/0!

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

実績千円
目標

達成率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

元 2

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 28 29 30

根拠法令等 ■法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　)
規程の名称 森林経営管理法

育てる

伐る

植える

使う森林保全
・土砂災害防止機能

・水源かん養機能

・生物多様性保全機能

森林の公益的機能が発揮
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
4 1 3

２　当該年度の事業費

1.4

0.0

３　事業の概要

○町民対象の健康教育　3,145千円

・コンディショニングコーディネーターによる運動習慣の定着に向けた取り組みを行います。
・健康づくり講演会：全町民を対象に、医師等を迎えて生活習慣病予防等の講演会を実施します。
・部落健康教室：部落公民館で健康教育、健康相談及び運動指導を実施します。
・希望部落へ『地元で実施大腸がん検診』を実施します。（講話、容器配付）
・一般健康教室：町内で活動している各種団体に対して、健康教育を実施します。
・事業所健康講座：町内の事業所の勤務者に対して、健康教育を実施します。

報償費：177千円 消耗品費：60千円 通信運搬費：56千円 委託料：2,852千円

事業の目的
(なんのために)

がんや生活習慣病の予防をテーマとした各種健康教育を実施して正しい知識の普及・啓発を行い、検診受診
や生活習慣改善等健康管理への意識を高め、町民の健康寿命の延伸を目指します。

事業の内容
(どうやっ

て)

【県2/3：按分率による】

・ゲートキーパー研修：人に携わる職種や部落の健康づくり推進員・区長等を対象に実施します。

トータルコスト 12,392 主な業務内容

事業の対象
(だれに)

町民及び町内事業所に勤務する者

会計年度職員人件費 0 前年度 0 会計年度職員

407 ふるさと未来夢基金　2,800千円

正職員人件費 9,118 前年度 9,107 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

3,274 0 67 2,800 0

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

健康づくり推進事業費
事業期間 開始 － 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 衛生費 項 保健衛生費 目

重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目
施策 健康に生きるまちづくり 施策

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 健康推進係

2

事業番号 107 事業名 健康教育 事業区分
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○各部落の健康づくり推進員対象の健康教育　62千円
・健康づくり推進員研修会：年２回推進員の資質向上の研修会を医師を迎えて実施します。

報償費：36千円 通信運搬費：26千円

○喫煙及び受動喫煙防止に対する正しい知識の普及・啓発　29千円
・喫煙及び受動喫煙防止啓発チラシを町内飲食店･宿泊施設･事業所･各部落へ配布し、普及啓発を図ります。
・受動喫煙対策の進捗状況確認のため、町内飲食店・宿泊施設へアンケートを行います。

印刷製本費：29千円

○健康相談　38千円
・定例健康相談：定期的に健康相談を実施します。（保健センターにて毎月1回、年12回実施予定）
・その他の健康相談：部落健康教室や栄養講座の際、希望する部落へ健康相談を実施します。

消耗品費：5千円 医薬材料費：33千円

○訪問指導
・疾病の発生予防や重症化予防のために、要指導者に対し訪問指導を行い、町民の健康づくりを推進します。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

前年度増減 -1,073 0 0 2,800 0 -3,873
令和2年度 3,274 0 67 2,800 0 407

334 229
令和元年度 4,347 0 67 0 0 4,280
平成30年度 411 0 77 0 0

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

達成率 25.0% 37.5% 25.0% 75.0% 100.0%
実績 2 3 2 6 8

74.3% 105.7%

事業所健康講座の開
催

回
目標 8 8 8 8 8

35 35
実績 29 26 22 26 37部落健康教室の開催 回
目標 35 35 35

達成率 82.9% 74.3% 62.9%

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

指標 0.25 0.50 0.75 1.00 1.25

年度 28 29 30 元 2

根拠法令等 ■法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 健康増進法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 健康寿命延伸（基準＝平成27年度末を0とする）

年度毎
KPI

前年度
からの

改善点等

既存の生活習慣病予防の健康教育内容に、ロコモティブシンドロームやフレイル等の予防、介護・認知症予
防等を追加し、対象者に適した健康啓発を行うため、健康教育のメニューの幅を広げています。また、受動
喫煙に関する健康増進法の一部改正と法律施行に伴い、受動喫煙防止についての周知を図っていきます。
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
4 1 3

２　当該年度の事業費

1.0

0.0

３　事業の概要

○健康寿命延伸事業アドバイザー 120千円

・町の健康寿命延伸に関する事業の推進にあたり、鳥取大学医学部の教授等によるアドバイスを受け実施
　することにより、効果的な事業の展開を目指します。

報償金　＠20千円×６回

○【新】健康増進・介護予防事業にかかる先進地との政策間連携の検討 250千円

・本町の取り組みに共通するところを有する、かつ先進的に取り組んでいる兵庫県多可町の取り組みを
　参考に政策間連携を含めた健康増進・介護予防事業を展開するため、視察および関係する団体、町民
　と取り組みの実施に向けた検討などを行います。

報償費　124千円 旅費　　122千円 需用費　1千円
借上料　3千円

○【拡充】コンディショニングコーディネーター指導内容の記録 100千円

・3年目となるコンディショニングコーディネーターの運動指導を持続可能なものとして指導員を養成
　するための教材等の作成にあたり、指導内容の記録（ＤＶＤ作成）などを行います。 委託料　100千円

○【新】健康経営支援事業 450千円

・健康経営の取り組みを希望する町内事業所に支援を行い、横展開を図ることで、町内事業所に対し
　健康経営の推進を図り、若年層の健康増進を図ります。
・支援だけでなく役場も健康経営の取り組みを行うことで、率先して健康経営推進に努めます。

負担金、補助及び交付金 450千円 中小規模事業所　＠200千円×１事業所
健康経営総合支援モデル事業補助金　　450千円 大規模事業所　　＠250千円×１事業所

事業の目的
(なんのために)

健診やレセプトデータ、介護保険データなどを分析し、町の健康課題を見つけ、解決のための施策を鳥取大
学と連携して検討を行うほか、健康経営の推進、政策間連携の検討などから、幅広い世代の町民の健康に対
する意識を向上させ実践を目指すことにより、健康寿命の延伸を図ります。

事業の内容
(どうやっ

て)

トータルコスト 7,433 主な業務内容

事業の対象
(だれに)

町民及び町内事業所

会計年度職員人件費 0 前年度 0 会計年度職員

420 ふるさと未来夢基金　500千円

正職員人件費 6,513 前年度 3,253 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

920 0 0 500 0

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

健康づくり推進事業費

事業期間 開始 平成27年度 終了 平成32年度 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 衛生費 項 保健衛生費 目

重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目
施策 健康に生きるまちづくり 施策

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根付く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 健康推進係

2

事業番号 1256 事業名 健康寿命延伸事業（地方創生） 事業区分

22



４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

前年度増減 -228 0 0 500 0 -728
令和2年度 920 0 0 500 0 420

971 685
令和元年度 1,148 0 0 0 0 1,148
平成30年度 971 0 0 0 0

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

達成率 69.0% 62.4% 55.8% 52.2%
実績 27.6 28.1 27.9 31.3

58.8%

1日1回30分以上の歩
行をする者の割合

％
目標 40 45 50 60 60

60 60
実績 27.4 36.8 35.4 35.3

週2回以上汗をかく運
動をする者の割合

％
目標 40 45 50

達成率 68.5% 81.8% 70.8%

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

29 30 元 2

指標 0.25 0.50 0.75 1.00 1.25

規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 健康寿命１歳延伸を行う。（平成27年度末比較）

年度毎
KPI

年度 28

前年度
からの

改善点等

健康経営の推進については、取り組みに対し助成をすることで、実践的な取り組みを促します。
先進的な取り組みを行っている自治体の取り組みを視察し、実施に向けた検討を行います。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　　一般会計

1
2

3 2 1

２　当該年度の事業費

0.3

12.6 （34人）

３　事業の概要

○放課後児童クラブ管理費（町立4ヶ所） 　3,748千円

　　　町立児童クラブを適正に管理・運営します。

  ・

・ 需用費 千円

・ 役務費 千円
・ 委託料 千円
・ 使用料及び貸借料 千円 　下水使用料（多世代交流施設）319千円

・ 原材料費 10 千円
・ 備品購入費 千円

〇【新】長期休業期間放課後児童クラブ　2,607千円

・ （夏期・冬期・春期）児童クラブ運営業務委託料

○しおかぜクラブ（赤碕保育園）放課後健全育成補助金　5,644千円
　　

　多世代交流施設火災報知器保守点検委託料　53千円
549

　賃借料（多世代交流施設駐車場）230千円
　砂場用砂（浦安）10千円

54 　各クラブ備品

事業の目的
(なんのために)

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、授業の終了後に小学校の余裕教
室、児童館等を利用し、適切な遊び及び生活の場を与え、健全な育成を図る。

事業の内容
(どうやっ

て)

報償費　　　　　　　　　　　 12千円　 行事等指導員謝礼

2,899 　消耗品費422千円、燃料費105千円、光熱水費1,149千円
　修繕料1,223千円、

171 　通信運搬費120千円、手数料12千円、火災保険料39千円
53

トータルコスト 42,149 主な業務内容 放課後児童クラブの運営

事業の対象
(だれに)

小学校に就学する児童で、保護者のいずれもが放課後に保護することができないと認められる者、かつ同居の
親族が当該児童を保護することができないと認められる者。

会計年度職員人件費 28,522 前年度 - 会計年度職員

8
利用料　5,145千円
多世代交流施設利用料　269千円
ふるさと未来夢基金　1,000千円

正職員人件費 1,628 前年度 - 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和２年度
事業費

11,999 2,602 2,975 6,414 0

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

児童福祉総務費
事業期間 開始 平成16年度 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目

重点項目 子どもを産み育てやすい町づくりの実現 重点項目
施策 施策

総合計画 基本理念 健やかで思いやりのあるまちづくり 基本テーマ 児童福祉・子育て支援対策の充実

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来

2

事業番号 576 事業名 放課後健全育成事業 事業区分
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４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

-11,780 0前年度増減 -21,098 -5,403 -5,230 1,315 0
令和２年度 11,999 2,602 2,975 6,414 0 8 会計年度職員に移行

30,136
令和元年度 33,097 8,005 8,205 5,099 0 11,788

起債 一般財源

平成30年度 30,771 8,021 9,579 5,531 0 7,640

- -

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

100 100
実績 100 100 100 100 100

利用対象児童（申込
児童）の1～3年生の
入所による家庭支援

％
目標 100 100 100

達成率 - - -

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29（実績） 30 元（現時点）

元 2

指標 97(194/201名) 100(202/202名) 94(184/196名) 95(189/199名)

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 利用対象児童（申込児童）の全員入所による家庭支援

年度毎
KPI

年度 28 29 30

前年度
からの

改善点等

・ニーズ調査の結果に基づき、長期休業期間中の児童クラブを開設

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 琴浦町放課後児童クラブ条例、琴浦町放課後児童クラブ規則
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1
2

3 2 1

２　当該年度の事業費

0.1

３　事業の概要

○報酬　116千円 

・子ども・子育て会議委員報酬　20千円
　「町子ども・子育て支援計画（琴浦すくすくプラン）」の進捗状況の確認及び評価を行います。
・【新】ふなのえこども園あり方審議会委員報酬　96千円
　　園児数推移予測を踏まえ、ふなのえこども園等の運営及び施設について検討します。

〇消耗品　5千円

５　コストの推移

56 0前年度増減 56 0 0 0 0
令和2年度 121 0 0 0 0 121

17
令和元年度 65 0 0 0 0 65

起債 一般財源

平成30年度 23 0 0 0 0 23

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

規程の名称 琴浦町子ども・子育て会議条例

事業の目的
(なんのために)

「琴浦すくすくプラン」に基づき、教育・保育及び子育て支援の充実に取り組み、子育てしやすいまちづく
りを総合的かつ計画的に進めていきます。

事業の内容
(どうやっ

て)

前年度
からの

改善点等
ふなのえこども園のあり方について検討

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　■条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

トータルコスト 772 主な業務内容 すくすくプランの進捗状況の確認、子ども・子育て会議の開催等

事業の対象
(だれに)

町民全般、町内関係機関
（子育て中の家庭、保育園・こども園、学校、地域、関係機関・団体等）

会計年度職員人件費 前年度 - 会計年度職員

121

正職員人件費 651 前年度 - 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

121 0 0 0 0

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

児童福祉総務費
事業期間 開始 平成26年度 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目

重点項目 子どもを産み育てやすい町づくりの実現 重点項目
施策 施策

総合計画 基本理念 健やかで思いやりのあるまちづくり 基本テーマ 児童福祉・子育て支援対策の充実

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係

2

事業番号 1198 事業名 子ども子育て支援事業 事業区分
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

4
2
2
4 2 1

２　当該年度の事業費

0.1

３　事業の概要

○資源ごみ回収報償金
・ごみを減量して再資源化を促進するため、資源ごみの回収量に応じて報償金を交付します。

古紙類 500,000kg×5円＝2,500,000円
金属類 10,000kg×5円＝50,000円
ビン 7,000本×5円＝35,000円

○【新】SDG’s推進事業
・コトウラ環境リサイクルの会と連携しながら、町民やこども園・小学校などを対象に学習会や講演会など
　を開催し、環境への意識を醸成し、環境に配慮した町づくりをめざします。

講師謝金 100千円
環境学習 30千円
消耗品 60千円

・リサイクル推進のため、軟質プラスチックの回収ボックスを設置し、拠点回収を行います。
収集運搬費 183千円
処分費 51千円

・ごみ出し困難者の支援のため、ボランティアなどがいつでももって来ることができるごみ回収場所を設置
　します。

165,000円×2箇所＝330,000円

事業の目的
(なんのために)

リサイクルの推進や環境学習、講演会などを通じて、環境への普及啓発を行い、環境に配慮した持続可能な
町づくりをめざす。

事業の内容
(どうやっ

て)

トータルコスト 3,990 主な業務内容 リサイクルの推進、環境についての学習や講演会による普及啓発

事業の対象
(だれに)

全町民

会計年度職員人件費 前年度 会計年度職員

839 ふるさと未来夢基金：2,500千円

正職員人件費 651 前年度 651 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

3,339 2,500

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

じん芥処理費
事業期間 開始 平成16年度 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 衛生費 項 清掃費 目

重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目
施策 安心・安全で暮らせるまちづくり 施策

総合計画 基本理念 安全で安心して暮らせるまち 基本テーマ だれもが健康で、心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 建設環境課 担当係 環境衛生係

2

事業番号 120 事業名 リサイクル推進事業 事業区分
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４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

744前年度増減 744 0 0 0 0

ふるさと納税
令和2年度 3,339 2,500 839 ふるさと納税

2,628 ふるさと納税、リターナブル皿使用負担金

令和元年度 2,595 2,500 95

起債 一般財源

平成30年度 2,651 2,513 138

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

29 30 元 2

指標

規程の名称 廃棄物の処理及び清掃に関する法律、琴浦町廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例・規則

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 28

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 ■法令(義務)　□法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 1
9 1 2

２　当該年度の事業費

0.3

19.0

３　事業の概要

○教育ネットワーク保守委託料 千円

小中学校教育ネットワーク保守業務の委託を行います。
○特別支援学校通学支援業務委託料　（10/10県） 千円

倉吉養護学校に通学する介助の必要な児童生徒に対して、送迎を行うことにより、
当該児童生徒保護者の送迎に係る負担を軽減します。

【新】〇学校カイゼン推進校支援委託業務委託料 千円
教職員の働き方を改善するため、業務内容の調査を行い、改善の指導・助言を行います。

事業の目的
(なんのために)

教育委員会事務局及び学校全般に係る事務を処置します。

2,640

7,852

2,607

トータルコスト 76,761 主な業務内容 事務局・学校の運営、教育環境の整備・管理

事業の対象
(だれに)

小学校5校　児童数873人、中学校2校　生徒数440人、教職員数180人

会計年度人件費 23,675 前年度 - 会計年度職員

32,114

林原育英奨学基金　3,180千円
林原育英奨学金貸与元金　480千円
ふるさと未来夢基金　4,100千円
基金利子　2千円

正職員人件費 1,954 前年度 1,952 人件費/人（千円） 6,513 正職員

令和2年度
事業費

51,132 11,256 7,762

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事務局費
事業期間 開始 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目

コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 ふるさとへの誇りと愛着の醸成

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

2

事業番号 245 事業名 教育委員会事務局費 事業区分
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○教職員校務用パソコン借上料 千円
教職員の校務用パソコンを維持・管理し、校務の効率化を行います。

○少人数学級協力金負担金 【充実】 千円
　 県基準の小学校1･2年で30人学級、中学校1年で33人学級、小学3～6年と中学2･3年を

１学級35人以下とします。 （八橋小5年、赤碕小4・5年、東伯中3年）
○学校業務支援システム負担金 千円

教職員の業務支援システムを維持管理し、校務の効率化を行います。
【新】〇高校生通学費補助金 千円

子育て世帯への支援策として１ヶ月の通学費が7,000円を超える部分を
町と県で1/2ずつ補助します。

【新】〇フリースクール利用料補助金
経済的理由でフリースクールを利用できないことがないよう利用料を補助します。 480 千円

県1/3補助

○上記以外の経費 千円
報償金11千円、旅費447千円、交際費20千円、消耗品費（一般事務費）193千円、燃料費44千円、
修繕料20千円、通信運搬費9千円、手数料（小中学校職員健康診断等）1,533千円、自動車保険料13千円
負担金（就学指導推進協議会、適応指導教室運営等）1742千円、高校生バス通学補助金265千円
貸付金（奨学金）3,180千円、積立金（奨学基金）480千円、聖郷小図書基金積立金1千円
林原育英奨学基金利子積立金1千円

　

7,959

事業の内容
(どうやっ

て)

10,944

11,000

1,291

6,359
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４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

-25,120 0前年度増減 -21,220 0 3,870 30 0

林原育英奨学基金　他

令和2年度 51,132 11,256 7,762 32,114 林原育英奨学基金　他

64,984 林原育英奨学基金　他

令和元年度 72,352 7,386 7,732 57,234

起債 一般財源

平成30年度 65,636 4,060 3,194 58,382

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

実績千円
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

元 2

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 28 29 30

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 1
9 1 2

２　当該年度の事業費

0.1

0.0

３　事業の概要

○補助金 千円
県の奨学金返還助成制度と併用することで、返還の実質負担額がなくなります。
奨学金返還支援金 1,800千円
180千円×10人

〇積立金
基金積立金　 千円
基金利子 1 千円

事業の目的
(なんのために)

大学等で修学した者の、県内就職又は就業を促進するとともに、若者の琴浦町へのＩＪＵターン及び定住を
図り、地域で活躍する人材を確保します。

事業の内容
(どうやっ

て)

1,800

6,800

トータルコスト 9,252 主な業務内容 関係機関との連絡調整、体制整備の支援、連携体制づくり

事業の対象
(だれに)

ＩＪＵターンの若者

会計年度人件費 前年度 - 会計年度職員

0
ふるさと未来夢基金　6,800千円
琴浦町未来人材奨学金返還支援基金 1,800千円

基金利子　1千円

正職員人件費 651 前年度 - 人件費/人（千円） 6,513 正職員

令和2年度
事業費

8,601 8,601

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事務局費
事業期間 開始 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目

コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 ふるさとへの誇りと愛着の醸成

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

■新規 □継続
担当課 教育総務課 担当係 指導係・学務係

2

事業番号 1484 事業名 琴浦町未来人材奨学金返還支援事業 事業区分
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４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

0前年度増減 8,601 8,601
令和2年度 8,601 8,601 0 琴浦町未来人材育成基金 他

0
令和元年度 0 0 0

起債 一般財源

平成30年度 0 0

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

実績千円
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

指標

年度 28 29 30 元 2

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

前年度
からの

改善点等
 令和2年度開始の新規事業。
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 2 2

２　当該年度の事業費

0.5

0.0

３　事業の概要

【特記事項】
○報償費　報償金 518 千円

各学校の課題解決や教員の指導力向上や授業改善のため、大学等の教育専門機関の
教授等を講師として招聘し、授業研究や研修等を行う。

○使用料及び賃借料 千円
授業で使用する情報機器の借上料 千円
児童が各種大会の参加するための業者バス 千円
小学校農業体験梨園借上料 千円

○工事請負費　 千円
【新】小学校普通教室液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ壁掛け設置工事

八橋・聖郷小の普通教室に既存の液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ(14台)を壁掛け設置する。
○備品購入費　 千円
【新】電子黒板機能付液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ購入及び取付 10,590 千円

浦安・赤碕・船上小の普通教室に液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰを新規で購入し壁掛け設置する。(27台)
教師用指導書・教科書の整備 千円
学習指導要領の改訂に伴い教師用指導書及び教科書を整備します。

22,846

9,952

事業の目的
(なんのために)

小学校教育の振興のため、必要な施策を講じることにより小学校教育の充実と義務教育の円滑な実施を目指し
ます。

21,255
19,676
1,179

400
2,026

トータルコスト 62,811 主な業務内容 小学校の学校経営・教育振興に対する事務、就学援助

事業の対象
(だれに)

小学校５校　 対象児童数８７３人

会計年度人件費 前年度 - 会計年度職員

27,091 ふるさと未来夢基金　31,600千円

正職員人件費 3,257 前年度 6,505 人件費/人（千円） 6,513 正職員

令和2年度
事業費

59,554 863 31,600

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

教育振興費
事業期間 開始 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 小学校費 目

重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目
施策 安心して学べる学校環境の充実 施策

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ 地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

2

事業番号 262 事業名 一般教育振興費(配分外) 事業区分
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【新】指導者用デジタル教科書の整備 千円
児童の授業への理解・関心を深めると伴に、支援が必要な児童に対して視覚的支援を行います。
教材作成等の時間削減も期待でき、教師の負担軽減を図ります。
【全小学校に導入】1・2年に国語と算数（4年版）、5・6年に外国語（4年版）を導入します。
【モデル的に導入】国語・算数・理科3～6年（1年版)、社会5・6年（1年版)を推進的役割を担う
　　　　　　　　　教員(14人）にモデル的に導入します。

○補助金　 千円
小中学校教育研究会補助金　315千円
　教育研究会に補助を行い、教職員の資質向上と連携を目的とした、教育内容や教育環境の
　充実と均衡化を行います。（ＩＣＴ研修、特別支援教育研修）
給食費補助金　1,773千円
　児童の学校給食の費用の一部を補助し、保護者の負担軽減を行う。
修学旅行引率者補助金（教職員 23人） 122千円

○扶助費 千円
　　 就学援助費　　対象者90人　7,330千円　　　

 (内数：新入学児童生徒学用品費入学前支給対象者 15人　766千円)
　　 特別支援教育就学奨励費　　　対象者 43人　1,718千円　　　
　【説明】経済的な理由により、学校で教育を受けることが困難な児童や特別支援学級で学習
　　　　する児童の保護者に学用品や給食費などを援助し就学の支援を行います。
　　通学援助費　　 100千円
　　   大成地区児童（１家庭）の通学に係る経費を援助し、遠距離就学の支援を行います。
○上記以外の経費 千円

記念品(入学・卒業記念品) 324千円、旅費 477千円、消耗品費 270千円、
委託料(青少年巡回公演) 426千円、負担金(県図書館協議会、中部特別支援教育研究会、
中部小学校体育連盟) 54千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

-7,244 0前年度増減 12,643 288 0 19,599 0

ふるさと未来夢基金

令和2年度 59,554 863 31,600 27,091 ふるさと未来夢基金

20,938 ふるさと未来夢基金 他

令和元年度 46,911 575 12,001 34,335

起債 一般財源

平成30年度 20,959 581 7,000 13,378

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

実績千円
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

29 30 元 2
指標

規程の名称 琴浦町就学援助費支給に関する要綱　など

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 28

9,148

1,551

前年度
からの

改善点等

小学校の普通教室に液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰを壁掛け設置することにより、児童の学習の理解がさらに深まることが期
待できます。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　■訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

2,304

2,210

事業の内容
(どうやっ

て)
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 2
9 3 2

２　当該年度の事業費

0.5

3.0

３　事業の概要

【特記事項】
○借上料 千円
　　 部活動の大会出場に必要なバスの借上料　2,355千円
　　 生徒が授業で使用するパソコンの借上料　7,415千円

そば栽培体験にかかる借上料 67千円

○補助金　 千円
・遠距離通学補助金　1,322千円
・給食費補助金　894千円
・修学旅行引率者補助金　255千円　

○各種大会生徒派遣費交付金　 千円
中国大会以上の大会に出場する生徒に対し、旅費、参加費等を援助します。(保護者負担の軽減)

○就学援助費 千円
就学援助費　対象者 49人　　8,031円
 （内数： 新入学児童生徒学用品費入学前支給対象者 18人　1,080千円）

　 　　特別支援教育就学奨励費　　対象者 17人 　1,010千円
      　経済的な理由により、学校で教育を受けることが困難な生徒や特別支援学級で学習する
　　  　生徒の保護者に、学用品や給食費などを援助し就学の支援を行います。
　　 
○上記以外の経費　 千円
　 　報償金426千円、旅費431千円、消耗品費（総合的な学習）89千円、

保険料（職場体験学習）97千円、委託料（スクールバス校外学習運行）120千円、
教師用指導書　11千円　負担金（図書館協議会、体育連盟他）437千円

【説明】○要保護児童生徒援助費補助金
　・補助対象経費：学用品費、医療費
　・補助率：国1/2、町1/2　　
   ○特別支援教育就学奨励費補助金
  ・補助対象経費：学用品費、給食費、修学旅行費等
  ・補助率：国1/4、町1/4、保護者負担分1/2  

事業の目的
(なんのために)

中学校教育の振興のため、必要な施策を講じるとともに、遠距離通学に対する補助や就学援助など中学校教育
の充実と義務教育の円滑な実施を目指します。

事業の内容
(どうやっ

て)

9,837

2,553

・英語検定補助金　82千円　　3,900円×1/2×42人(東伯中赤碕中3年生125人×1/3)

700

9,041

1,611

トータルコスト 28,398 主な業務内容 中学校の学校経営・教育振興に対する事務、就学援助

事業の対象
(だれに)

中学校２校　 対象児童数４４０人

会計年度人件費 1,399 前年度 - 会計年度職員

15,155 ふるさと未来夢基金　7,900千円

正職員人件費 3,257 前年度 6,505 人件費/人（千円） 6,513 正職員

令和2年度
事業費

23,742 532 155 7,900

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

教育振興費
事業期間 開始 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 中学校費 目

コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

2

事業番号 280 事業名 一般教育振興費(配分外) 事業区分
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４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

-6,348 0前年度増減 -6,762 207 -1,021 400 0

ふるさと未来夢基金
令和2年度 23,742 532 155 7,900 15,155 ふるさと未来夢基金

16,818 ふるさと未来夢基金
令和元年度 30,504 325 1,176 7,500 21,503

起債 一般財源

平成30年度 17,869 293 155 7,000 10,421

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

実績千円
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

元 2

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 28 29 30

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　■訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 琴浦町就学援助費支給に関する要綱　など
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1
4
1
9 4 5

２　当該年度の事業費

1.0

1.0

３　事業の概要

○生涯学習センター管理運営 32,409千円

・町民の皆さんの様々な学習ニーズに対応するため、 生涯学習活動の拠点としての役割を担います。

　そのため、学習活動ができる多様なスペースを提供し、町民の生涯学習活動を支援します。
・老朽化している施設の長寿命化に向けて、空調設備の基本設計を委託します。

消耗品費 908千円 燃料費 3,399千円
光熱水費 7,168千円 修繕料 1,467千円
手数料 296千円 火災保険料 354千円
委託料 17,337千円 使用料 495千円
借上料 434千円 テレビ受信料 40千円
備品購入費 511千円

2,022 会計年度職員

規程の名称 琴浦町生涯学習センター条例・規則

トータルコスト 41,010 主な業務内容 生涯学習センター管理

事業の対象
(だれに)

学習センター利用者（町民、県民、企業など）

会計年度職員人件費 2,088 前年度

事業の目的
(なんのために)

子どもから高齢者まで町民の皆さんの生涯にわたる学びと交流の場となるよう、生涯学習センターの管理運
営を適切に行います。

事業の内容
(どうやっ

て)

前年度
からの

改善点等
利用者が気軽に立ち寄り交流できる場となるよう、情報の発信と施設の適切な管理に努めます。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

正職員

令和2年度
事業費

32,409 4,802

正職員人件費 6,513 前年度 9,758 正職員年間人件費 6,513

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

27,607 生涯学習センター使用料ほか

款 教育費 項 社会教育費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金

生涯学習センター運営費

事業期間 開始 平成16年度 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分

重点項目 ふるさとを愛する教育の充実 重点項目
施策 ふるさとへの誇りと愛着の醸成 施策

総合計画 基本理念 誇り高く豊かな人を育むまちづくり 基本テーマ ふるさとを愛する教育の充実

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

2

事業番号 325 事業名 生涯学習センター管理費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係
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４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

開館20年を超過し、設備・内装の老朽化が進んでいます。施設の実態に合わせ、個別施設計画に基づく改修が必要で
す。

前年度増減 1,451 0 0 421 0 1,030

生涯学習センター使用料

令和2年度 32,409 4,802 27,607 生涯学習センター使用料

127,693 生涯学習センター使用料

令和元年度 30,958 4,381 26,577

起債 一般財源

平成30年度 127,138 4,548 82,900 39,690

－ －

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

施設利用者数 人
目標 － 49,392

達成率 － －

利用率のアップ

51,387 51,387
実績 41,136 51,186 40,594 36,037

元（現時点）

29 30 元 2

指標 利用率のアップ 利用率のアップ 利用率のアップ
年度毎
KPI

年度 28

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績）

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 利用者数及び利用料収入の増
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3
1
1
9 4 3

２　当該年度の事業費

0.8

0.0

３　事業の概要

史跡買取り事業　93,651千円
特別史跡斎尾廃寺跡の指定地のうち、令和元年度に追加指定となった土地を購入し、遺跡の保護・活用・整備
の取組を行います。
【新】土地購入費　　　90,078千円
【新】その他の経費（不動産鑑定業務、用地測量業務　、需用費）　　3,573千円

事業の目的
(なんのために)

追加指定となった特別史跡斎尾廃寺跡の公有化を行うことで遺跡の確実な保護を図るほか、今後の活用・整備
の取組を推進します。

事業の内容
(どうやっ

て)

トータルコスト 98,861 主な業務内容 史跡の土地購入

事業の対象
(だれに)

町民

会計年度職員人件費 0 前年度 0 会計年度職員

1,288

国宝文化財等保存整備費補助金80％、
鳥取県文化財等保存・保護事業費補助
金　（国庫補助残の1/3)（対象経費
93,651千円）、一般補助施設整備等事
業債充当率90％（対象経費12,488千
円）

正職員人件費 5,210 前年度 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

93,651 74,920 6,243 11,200

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

文化財保護費
事業期間 開始 令和２年度 終了 令和３年度 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

重点項目 豊かな自然と文化を活かした観光振興 重点項目
施策 自然・歴史・文化の継承と地域資源の活用 施策

総合計画 基本理念 地域資源を生かした豊かなまち 基本テーマ ふるさとの魅力を誇り生き生きと輝くひとづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで輝く 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

■新規 □継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係

2

事業番号 1440 事業名 特別史跡斎尾廃寺跡指定地買上事業 事業区分
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４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

1,288前年度増減 93,651 74,920 6,243 0 11,200

令和2年度 93,651 74,920 6,243 11,200 1,288
国宝文化財等保存整備費補助金、鳥
取県文化財等保存・保護事業費補助
金、一般補助施設整備等事業債

令和元年度 0

起債 一般財源

平成30年度 0

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

29 30 元 2

指標
斎尾廃寺跡寺域
の公有地化

規程の名称 文化財保護法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 公有地化による遺跡の保護・活用・整備

年度毎
KPI

年度 28

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 ■法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
2
9 4 6

２　当該年度の事業費

4.0

8.0

３　事業の概要

1 所蔵資料管理・提供の適正な推進 12,054千円

・【改】町民ワークショップを行い利用者ニーズを掘り起こし、図書館の改善を図ります。
・所蔵資料（192千冊）を適正に分類・管理し、提供できる体制を整えます。
・郷土文化財と図書館の資料との活用を推進するため、民俗資料館と図書館との連携を図ります。
・本の選定・閉架・除籍を定期に行います。
・住民ニーズを反映しながら新規購入を進めるとともに、地域・時代にあった配架構成を図ります。
・【新】図書館リニューアル計画策定を行い、図書館サービスの向上を図ります。

報酬　　　　　48千円 燃料費　　    12千円 図書　　　 5,700千円
報償費　　　　15千円 修繕料　　　 377千円 負担金　　　　28千円
普通旅費　 　275千円 通信運搬費　  15千円 委託料　　 3,300千円
消耗品費　 1,771千円 手数料　　　 513千円

2 読書週間行事等の開催による本と人がつながるきっかけづくり 519千円

・【改】毎週土曜日にお話会、七夕まつり、クリスマス会、春・秋の読書週間に合わせたイベント開催
   します。
消耗品費　80千円
報償費　　26千円

事業の目的
(なんのために)

図書資料の充実を図り、本に親しむ機会を提供するとともに、町民の居場所、課題解決や生涯学習の場を提
供します。また、保育園・こども園・小・中学校・公民館などと連携をとり読書活動の推進を図ります。

事業の内容
(どうやっ

て)

トータルコスト 60,986 主な業務内容 図書館管理、図書の購入など図書館運営に関する事務全般

事業の対象
(だれに)

町民全般

会計年度職員人件費 16,356 前年度 21,060 会計年度職員

15,250
ふるさと未来夢基金【地域】
図書館図書購入基金

正職員人件費 26,052 前年度 13,010 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

18,578 3,328

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

図書館費
事業期間 開始 平成16年 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目

重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目
施策 安全・安心に暮らせるまちづくり 施策

総合計画 基本理念 誇り高く心豊かな人を育むまちづくり 基本テーマ 生涯学習の充実

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

□新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 図書館

2

事業番号 329 事業名 図書館活動費 事業区分
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・ブックスタートによる幼児期から本に親しんでもらう機運づくりを行います。
消耗品費　393千円

・古文書講座を開催し、郷土愛を育むとともに郷土資料活用を図ります。
報償費　　20千円

3　全町図書館サービス展開 6,005千円
・【改】図書ネットワークによる学校・分館等と連携し、図書サービス提供を行います。
・【新】まちなか図書館として、公民館などに図書箱を設置し、図書サービス提供を行います。

燃料費　　   51千円 委託料　　1,584千円
消耗品費　　100千円 借上料　　4,197千円

　　 自動車保険料 73千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

-21,817前年度増減 -18,490 0 0 3,327 0

令和2年度 18,578 3,328 15,250
ふるさと未来夢基金【地域】
図書館図書購入基金

36,545
令和元年度 37,068 1 37,067

起債 一般財源

平成30年度 36,844 0 0 5,701 0 31,143

96.1% 63.2%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

3.85 3.70
実績 4.25 4.12 3.85 3.70 2.34%
目標 3.73 4.25 4.12

達成率 113.9% 96.9% 93.4%

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

指標
H27年度来館者数
／H27人口）

H28年度来館者数
／H28人口）

H29年度来館者数
／H29人口）

H30年度来館者数
／H30人口）

R1年度来館者数
／R1人口）

年度 28 29 30 元 2

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 図書館法、琴浦町図書館条例、琴浦町図書館管理運営規則

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 利用者減少率が人口減少率を下回る状態の維持

年度毎
KPI

前年度
からの

改善点等

○町民ワークショップや先進地視察を行い、図書館改善に取り組みます。
○民俗資料館利用者の関心に対して図書館郷土資料コーナーでの支援を行います。
○町民が使いやすい図書館となるために図書配架や展示の仕方を見直していきます。
○県主催の研修への積極的参加や内部研修を行うことにより、レファレンス対応力を向上させていきます。

43



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4
2
1
9 5 2

２　当該年度の事業費

0.7

0.9

３　事業の概要

○スポーツ団体育成・奨励事業　　6,919千円

・体育協会主催事業開催を奨励
・郡民スポレク祭・県民スポレク祭・全国大会・各種駅伝大会などに選手を派遣し、競技力の向上を
　図ります。
・スポーツ少年団を通じて青少年の体力づくりと健全育成を図ります。
　　報償費　報償金 　　　   　   46千円 借上料　　　　 　　 　　 149千円
　　　　　　記念品 　　　   　   36千円 負担金　　　           　800千円
　　需用費　消耗品費　　　　　  100千円 補助金　体育協会　   　4,610千円
　　　　　　燃料費　　　　　　　　3千円 　　　　スポーツ教室　   270千円
　　役務費　手数料　　　　　　　 87千円 　　　　スポーツ少年団   705千円
　　　　　　保険料　　　　　　　113千円

○聖火リレー開催　　700千円

・オリンピック聖火リレーを開催し大会を盛り上げます。
　　需用費　消耗品費　　　　　  100千円 負担金　　 　　　600千円

事業の目的
(なんのために)

・体育協会事業でスポーツに親しみ、町民の健康づくりにつなげます。
・全国大会などで優秀な成績を収めた方を表彰して功績を讃え、今後の活力につなげます。
・総合体育館トレーニングルームにコンディショニングコーディネーター及び町民トレーナーを配置し、運
動習慣の定着につなげます。また、ウォーキングの推奨やスポーツ推進委員との連携により町民の運動習慣
の定着と、介護予防及び健康寿命延伸に寄与します。

事業の内容
(どうやっ

て)

トータルコスト 15,788 主な業務内容 体育協会、スポーツ少年団運営

事業の対象
(だれに)

町民全般

会計年度職員人件費 1,043 前年度 会計年度職員

8,606
地域振興基金
トレーニングルーム使用料ほか

正職員人件費 4,559 前年度 正職員年間人件費 6,513 正職員

令和2年度
事業費

10,186 1,580

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

体育振興費
事業期間 開始 令和2年度 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

重点項目 健康寿命日本一を目指すまちづくり 重点項目
施策 健康に生きるまちづくり 施策

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ だれもが健康で心豊かに暮らせるまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラに根づく 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ

■新規 □継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係

2

事業番号 1483 事業名 スポーツ・運動推進事業 事業区分
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○総合体育館トレーニングルーム活用促進　　639千円

・コンディショニングコーディネーター及び町民トレーナーの指導により総合体育館トレーニングルームの
　活用促進を図ります。
　　報償金　280千円　　　費用弁償　20千円　　　需用費　消耗品費　50千円        印刷性本費　22千円
　　委託料　217千円　　                                　修繕料　50千円

○スポーツ推進委員との連携事業　　1,723千円

・スポーツ推進委員の指導力と資質向上を図ります。
　　報酬　1,367千円　　　費用弁償　163千円　　　消耗品費　78千円
　　保険料   58千円　　　負担金　 　57千円

○その他事業　　205千円

・ノルディック・ウォーキング教室、ガイナーレホームタウンデイなどを開催します。
　　報償費、消耗品費、燃料費、負担金

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

体育協会運営について事務は総合体育館、事業は自主運営となっているが、事務を含めた自主運営化に向けた取り組み
の必要があります。

前年度増減

令和2年度 10,186 1,580 8,606
地域振興基金
トレーニングルーム使用料ほ
か

令和元年度

起債 一般財源

平成30年度

238.90%

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳

決算額 備考国庫
支出金

県支出金
その他
(収入)

8,000 20,000
実績 2,197 5,573 10,548 19,112 18,981

総合体育館トレーニ
ングルーム年間利用
人数増

人
目標 3,000 6,000 7,000

達成率 73.23% 92.88% 150.69%

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(実績) 30（実績） 元（現時点）

29 30 元 2

指標 6,000人 7,000人 8,000人 20,000人 25,000人

規程の名称 スポーツ基本法、社会教育法

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 総合体育館トレーニングルーム年間利用人数増

年度毎
KPI

年度 28

前年度
からの

改善点等
一般予算で計上していた郡民スポレク祭などを、体育協会補助金に組み込み予算の効率化を図ります。

根拠法令等 □法令(義務)　■法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
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